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2026年 2月 5日実施

1
次の ア ∼ カ にあてはまる適切な数または式（それ以上，約分できない数または式）を解答用紙の所定

の欄に記入せよ．

座標平面上の点 A(0,
√

3), B(−1, 0), C(1, 0) を頂点とする △ABC を原点を中心として反時計回りに
θ
(

0 <= θ <=
π

2

)
回転させたとき頂点 A, B, Cがそれぞれ点 A1, B1, C1 に移動する．

このとき A1, B1 の座標を θ を用いて表すと A1( ア , イ ), B1( ウ , エ ) である．
△A1B1C1 を y 軸方向に平行移動した三角形を △A2B2C2 として，頂点 B2 が x 軸上にあるようにする．なお，こ
の平行移動で点 A1, B1, C1 がそれぞれ点 A2, B2, C2 に移動する．△A2B2C2 の重心と x 軸との距離が最大とな
るのは θ = オ のときで，その距離は カ である．

解答
複素平面で考えると，x + iy を原点を中心として θ 回転させた点は

(x + iy)(cos θ + i sin θ) = (x cos θ − y sin θ) + i(x sin θ + y cos θ)

となるため，(x, y) を原点を中心として θ 回転させた点は (x cos θ − y sin θ, x sin θ + y cos θ) で表される．よって
A1(−

√
3 sin θ,

√
3 cos θ)，B1(− cos θ, − sin θ) である．
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三角形 ABCの重心を G，三角形 AiBiCi の重心を Gi とおく（i = 1, 2）．このとき，G
(

0,

√
3

3

)
である．点

G1 は点 Gを原点を中心として θ 回転させたものであるため，
(

−
√

3
3

sin θ,

√
3

3
cos θ

)
である．

B1(− cos θ, − sin θ) であったため，B2 が x 軸上の点になるには，y 軸方向に sin θ 平行移動すればよい．よって

G2

(
−

√
3

3
sin θ, sin θ +

√
3

3
cos θ

)
である．G2 と x 軸の距離 d は，

d = sin θ +
√

3
3

cos θ = 2
3

√
3 sin

(
θ + π

6

)
である．0 <= θ <=

π

2
の範囲で， π

6
<= θ + π

6
<=

2
3

π となる．ゆえに d は θ + π

6
= π

2
，つまり θ =

π

3
のと
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き，最大値 2
3

√
3 をとる．
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2
変数 x のデータ x1, x2, . . . , x50 は，

(I) xi < xi+1(i = 1, 2, . . . , 49)

(II) x1 >= 1

の 2つの条件を満たすとする．変数 x に対し，変数 y, z, w をそれぞれ次のように定義する．

y = x2, z =
√

x, w = log x

また，変数 x, y, z, w のデータの中央値を，それぞれ Q2,x, Q2,y, Q2,z, Q2,w で表すものとする．
以下の (1), (3), (4) の キ ～ サ にあてはまる適切な数または式（それ以上，約分できない数または式），

(2) に対する解答，(4) の シ にあてはまる記号を解答用紙の所定の欄に記入せよ．なお (4) の シ にあて
はまる記号は B, C, D を用いること．

(1) 変数 x のデータを用いて Q2,x を表すと キ である．

(2) 次の不等式 (i) ～ (iv) のそれぞれについて，(I), (II) を満すすべてのデータに対して不等式が真で
あれば 1，偽であれば 2，データによって真偽が変わる場合は 9 を解答用紙の所定の欄に記入せよ．

(i) Q2,x > Q2,y (ii) (Q2,x)2 < Q2,y (iii)
√

Q2,x > Q2,z (iv) log Q2,x > Q2,w

(3) 変数 x のデータの範囲は ク であり，変数 y のデータの範囲を変数 x のデータを用いて表すと ケ

となる．y′
i を y′

i = yi − y1

ケ
+ x1 (i = 1, 2, . . . , 50) とおくと

y′
1 = x1, y′

50 = x50 となる．データ y′
i (i = 1, 2, . . . , 50) の中央値 Q2,y′ を変数 x のデータを用いて表すと

Q2,y′ =
コ

2( ケ )
+ x1 となる．

(4) 次の図のうち A が x のデータの箱ひげ図で，(3) のデータ y′
i (i = 1, 2, . . . , 50) の箱ひげ図が図 B ～ 図 D

のいずれかである．

A B

C D

箱ひげ図の中央値の位置を比べるために，(Q2,x − x1) − (Q2,y′ − y′
1) を計算をすると，

(Q2,x − x1) − (Q2,y′ − y′
1) =

(x50 − x25)(x25 − x1) + (x50 − x26)( サ )

2( ケ )

となる．このことから，データ y′
i(i = 1, 2, . . . , 50) の箱ひげ図は図 シ である．
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解答

(1) 条件 (I)と中央値の定義より，答えは x25 + x26

2
である．

(2) 条件 (I)，(II)より，i < j ならば yi < yj，zi < zj , wi < wj がすべて成り立つので，Q2,y = x25
2 + x26

2

2
，

Q2,z =
√

x25 + √
x26

2
，Q2,w = log x25 + log x26

2
である．x25 = a，x26 = bとおく。条件 (I)および (II)よ

り, a, b > 1である．

(i) (左辺) − (右辺) = a − a2 + b − b2

2
= a(1 − a) + b(1 − b)

2
< 0 より，2が正解．

(ii) f(x) = x2 とおくと，f(x)は下に凸なので， f(a) + f(b)
2

> f

(
a + b

2

)
が成り立つ．よって 1が正解．

(iii) f(x) =
√

xとおくと，f(x)は x > 0で上に凸なので， f(a) + f(b)
2

< f

(
a + b

2

)
が成り立つ. よって 1

が正解．

(iv) f(x) = logxとおくと, f(x)は x > 0で上に凸なので， f(a) + f(b)
2

< f

(
a + b

2

)
が成り立つ．よって

1が正解．
(3) データの範囲の定義より，変量 x のデータの範囲は x50 − x1．変量 y のデータの範囲は x2

50 − x2
1 なので，

ケは x50
2 − x1

2

x50 − x1
= x1 + x50 である．yi を y′

i に移す関数は, yi の係数が正の一次関数なので，yi < yj な

らば y′
i < y′

j である．よって， i < j ならば yi < yj なので y′
i < y′

j であることより，Q2,y′ = y′
25 + y′

26
2

=

x25
2 + x26

2 − 2x1
2

2(x1 + x50)
+ x1 である．

(4)

(Q2,x − x1) − (Q2,y′ − y′
1)

=(Q2,x − x1) − (Q2,y′ − x1)

=
(

x25 + x26

2

)
− x25

2 + x26
2 − 2x1

2

2(x1 + x50)
− x1

= (x50 − x25)(x25 − x1) + (x50 − x26)(x26 − x1)
2(x1 + x50)

(a)

である. 式 (a)は，サが正であることから正なので，Q2,x − x1 > Q2,y′ − y′
1 である．よって，(中央値)−(最小

値)の値は xより y′
i の方が小さく，この条件に当てはまる箱ひげ図は図Dである．
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3
a, b を定数として，座標平面上の点 P(s, t) に対して，

u = − 2
5

t + a, v = 2
5

s + b

とおいた点を Q(u, v) とし，不等式 x2 + y2 <= 1 で表される領域を D とする．
以下の (1) の解答と，(2)～(4) の ス ～ ツ にあてはまる適切な数または式（それ以上，約分できない数
または式）を解答用紙の所定の欄に答えよ．

(1) 点 P が D 上を動くとき点 Q が動く領域を E とする．領域 E を x, y, a, b を用いた不等式で表せ．なお求
める過程も記載すること．

(2) (1) の領域 E が D に含まれるための a, b の条件は ス となる．

(3) Q が P と一致するとき P を不動点という．不動点の座標を a, b で表すと
(
セ a − ソ b, タ a + チ b

)
である．

(4) a, b が (2) で求めた条件を満たして動くとき，(3) の不動点全体の集合は
{

(x, y) | ツ
}

となる． ツ にあてはまる x, y の適切な条件を答えよ．

解答
(1) 点 Q(u, v)が動く領域 E は，


u = − 2

5
t + a · · · · · ·①

v = 2
5

s + b · · · · · ·②
s2 + t2 <= 1 · · · · · ·③

を満たす実数 s, tが存在する条件

として与えられる。その条件は，①と②から求められる

s = 5
2

(v − b), t = − 5
2

(u − a)

が③も満たすことであるから，代入して
{

5
2

(v − b)
}2

+
{

− 5
2

(u − a)
}2

<= 1

... (u − a)2 + (v − b)2 <=
4
25

よって，答えは (x − a)2 + (y − b)2 <=
4

25
である。

(2) O(0, 0)，A(a, b)とする。
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領域 E が領域 D に含まれるための条件は，E と D の境界の円の半径をそれぞれ r1，r2 として，

OA <= r2 − r1√
a2 + b2 <= 1 − 2

5

... a2 + b2 <=
9

25

(3) Pが不動点となる条件は，Q(u, v)が P(s, t)と一致することであるから

(u, v) = (s, t)
− 2

5
t + a = s

2
5

s + b = t

... s = 25
29

a − 10
29

b, t = 10
29

a + 25
29

b

よって ( 25
29

a −
10
29

b,
10
29

a +
25
29

b

)
(4) 不動点を (x, y)とおくと，条件より不動点は

x = − 2
5

y + a, y = 2
5

x + b

を満たす。(a, b)が a2 + b2 <=
9
25
を満たして動くときの (x, y)が動く領域は



x = − 2
5

y + a · · · · · ·④

y = 2
5

x + b · · · · · ·⑤

a2 + b2 <=
9
25

· · · · · ·⑥

を満たす実数 a, bが存在する条件

として与えられる。その条件は，④と⑤から求められる

a = x + 2
5

y, b = − 2
5

x + y
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が⑥も満たすことであるから，代入して
(

x + 2
5

y

)2

+
(

− 2
5

x + y

)2
<=

9
25

... x2 + y2 <=
9
29

となるから，求める集合は {
(x, y) | x2 + y2 <=

9
29

}

注釈
不動点を (x, y)とすると，(3)より

x = 25
29

a − 10
29

b, y = 10
29

a + 25
29

b

を満たすので，これを a, bについて解き，a2 + b2 <=
9
25
に代入してもよい。

注釈
与えられた条件を (

u
v

)
=

(
0 − 2

5
2
5 0

)(
s
t

)
+
(

a

b

)

と捉えると，見通しよく計算できる。
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4
a を 1 より大きい定数とする. xy 平面上 x > 0 の範囲で 2 つの曲線 C1 : y = xa, C2 : y = ax を考える．以下の

(1), (2) に対する解答および (3) の テ にあてはまる適切な数（それ以上，約分できない数）を解答用紙の所定

の欄に記入せよ．必要であれば lim
x→∞

log x

x
= 0 は証明せずに用いてよい．

(1) C1, C2 の共有点の個数を調べよ．なお調べる過程も記載すること．

(2) a = 4 のとき，C1, C2 の共有点の x 座標をすべて答えよ．

(3) a = 4 のとき，C1, C2 で囲まれる図形の面積は
テ

5 log 2
である．

解答
(1) y = xa と y = ax から y を消去して変形すると

xa = ax ⇐⇒ log xa = log ax ⇐⇒ log x

x
= log a

a

であるので，y = log x

x
(= f(x)とする)と y = log a

a
(= f(a)となる)の共有点の個数を考える。

f ′(x) = 1 − log x

x2 であるから，増減およびグラフは次のようになる。なお， lim
x→∞

log x

x
= 0であることを用

いた。
x (0) · · · e · · ·

f ′(x) + 0 −
f(x) ↗ 1

e ↘

O
x

y

y = f(a)

y = f(x)

ea
1

1
e

f(a)

よって，求める共有点の個数は

a = eのとき 1個, 1 < a < e, e < aのとき 2個

(2) (1)より共有点の個数は 2個である。
よって，x4 = 4x を満たす xをすべて求めると x = 2, 4である。
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O
x

y y = x4
y = 4x

2 4
16

256

(3) 図より，求める面積は ∫ 4

2
(x4 − 4x)dx =

[
x5

5
− 4x

log 4

]4

2

=
992 log 2 − 600

5 log 2
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講評
1［三角関数］（やや易）：座標平面の回転と絡めた三角関数の問題であった。パッと見仰々しく感じるかもしれない
が，そこまで難しくはない。ここはミスなく解ききりたい。

2［データの分析］（標準）：データの変換にまつわる出題であった。データの中央値とデータの範囲の定義がわかっ
ていればよい。誘導に乗ってうまく解ききりたい。

3［図形と方程式］（標準）：一次式の変換に関する問題であった。ケアレスミスが起こりやすい問題である。丁寧に
計算したいところ。

4 ［指数と対数・微分・積分］（標準）：関数 log x

x
を通して xa と ax の比較をする問題であった。

例年通りの難易度であった。証明問題が見られなかった。全体的に計算量は少なく，問題を適切に読み解き知識を
活かす能力が求められたか。一次突破ボーダーは 65%程度か。

0120-192-215
https://www.mebio-eishinkan.com/

本解答速報の内容に関するお問合せは

https://www.mebio.co.jp/
0120-146-156

03-3370-0410
東京都渋谷区代々木 1-37-14

https://yms.ne.jp/

26年度解答速報はメルマガ登録または LINE 友だち追加で全科目を閲覧

メルマガ登録 LINE 登録

医大別直前講習会

※内容は変更になる場合がございます。最新の情報はホームページよりご確認ください。 ◆各講座の時間割・受講料・会場についてはHPでご確認ください。

料　金 8,800円（税込）

聖マリアンナ医科大学[後期]模試

昭和医科大学医学部Ⅱ期模試

科　目 2月14日（土）15:00申込締切

会　場
英／数／化／生／物
東京／大阪／福岡 

2026.2.23 2025-2026

2026.2.18

科　目 2月19日（木）15:00申込締切
会　場

英／数／化／生／物
東京／大阪／福岡 

（月）

（水）

後期・Ⅱ期
■獨協医科大学
■聖マリアンナ医科大学
■日本大学
■埼玉医科大学
■昭和医科大学
■日本医科大学


